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近
畿
地
方
整
備
局
で
は
、
足
羽
川
ダ
ム
計
画
に
つ

い
て
、
足
羽
川
ダ
ム
建
設
事
業
審
議
委
員
会
の
意
見

（
平
成
九
年
九
月
）
を
受
け
、
代
替
候
補
案
の
調
査
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
足
羽
川
に
造
る
旧
計
画
と
部
子
川
に
造

る
代
替
候
補
案
を
総
合
的
に
比
較
し
た
結
果
、
代
替

候
補
案
が
優
位
で
あ
り
、
こ
の
代
替
候
補
案
を
足
羽

川
ダ
ム
計
画
と
し
て
進
め
る
方
針
を
、
第
三
回
九
頭

竜
川
流
域
委
員
会
の
場
で
公
表
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
九
頭
竜
川
水
系

に
お
け
る
洪
水
調
節
や
環
境
等
の
観
点
か
ら
、
当
ダ

ム
の
効
果
や
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
し
、
同
流
域
委

員
会
か
ら
意
見
を
頂
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

足
羽
川
ダ
ム
計
画
に
つ
い
て
は
、
ダ
ム
建
設
予
定
地
（
ダ
ム
サ
イ
ト
）
を
旧
計
画

の
美
山
町
蔵
作
・
東
天
田
地
先
（
足
羽
川
）
か
ら
池
田
町
上
小
畑
地
先
（
部
子
川
）
と

す
る
方
針
を
公
表
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
部
子
川
に
計
画
す
る
ダ
ム
を
足
羽

川
ダ
ム
と
し
て
、
九
頭
竜
川
流
域
委
員
会
に
提
案
す
る
予
定
で
す
。
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〈前提条件〉�
・治水計画上、現ダムと同等な効果
を有する。�

・地形地質において、問題がない。�
�
〈比較結果〉�
・水没世帯数、関係者数等が少ない。�
・改変面積が小さいことから、環境
への影響が少ない。�
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総合的に判断し、代替候補案ダムの
方が優位�

�
これらの検討結果
から、�

今後、�

　部子川の�
ダムサイトを　�

足羽川ダム計画と
して提案していき
たい。�

比 較 検 討 結 果 �足羽川ダム計画方針�

足
羽
川
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ダ
ム
建
設
・
足
羽
川
ダ
ム
対
策
室

七
月
は
河
川
愛
護
月
間
で
す
。
国
、
県
や

市
で
は
、
河
川
の
環
境
保
全
お
よ
び
再
生
を

積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
河
川
に
親
し

み
、
河
川
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
持
っ
て

も
ら
う
よ
う
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

七
月
七
日
の
日
曜
日
に
、
福
井
市
の
天
池

河
川
公
園
で
イ
ベ
ン
ト
「
川
に
で
か
け
て
み

ま
せ
ん
か
」
を
開
催
し
、
約
一
二
○
○
名
の

家
族
連
れ
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
河
川
に
関
す
る
ク
イ
ズ
、
水

質
調
査
の
体
験
、
笹
舟
作
り
や
魚
つ
か
み
大

会
な
ど
が
行
わ
れ
、
日
頃
、
川
で
遊
ぶ
機
会

の
少
な
い
子
供
達
に
川
に
親
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
川
は
お
だ
や
か
な
面
と
き
び
し

い
面
を
併
せ
持
っ
て
い
ま
す
。

七
月
一
○
日
に
は
奥
越
地
方
を
中
心
に
台

風
六
号
の
影
響
で
大
雨
が
降
り
、
和
泉
村
で

は
一
日
の
雨
量
が
観
測
史
上
最
高
を
記
録
し

河
川
の
増
水
に
よ
る
道
路
の
崩
壊
な
ど
の
大

き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

三
日
前
に
大
勢
の
人
達
で
賑
わ
っ
た
天
池

河
川
公
園
も
九
頭
竜
川
の
増
水
で
冠
水
し
ま

し
た
が
、
九
頭
竜
ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節
の

効
果
に
よ
り
被
害
の
軽
減
が
図
ら
れ
ま
し

た
。ま

た
、
県
内
の
各
ダ
ム
の
貯
水
池
も
、
今

冬
の
小
雪
に
よ
り
水
量
の
貯
え
が
少
な
く
夏

の
渇
水
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

の
降
雨
に
よ
り
ほ
ぼ
満
水
に
回
復
し
ま
し
た
。

足
羽
川
ダ
ム
を
計
画
す
る
に
あ
た
っ
て

も
、
治
水
、
利
水
、
環
境
の
総
合
的
な
観
点

か
ら
多
く
の
方
々
に
御
意
見
を
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

福
井
市

大
雨
時
に
上
流
か
ら
ダ
ム
貯
水
池
に
流
れ

込
ん
で
き
た
水
が
一
定
の
水
位
を
超
え
る
と

ダ
ム
か
ら
下
流
に
安
全
な
量
だ
け
流
し
ま

す
。
こ
れ
を
「
洪
水
調
節
」
と
呼
び
ま
す
。

ダ
ム
に
流
れ
込
む
水
の
量
と
ダ
ム
か
ら
流

す
水
の
量
を
調
整
し
、
下
流
に
大
量
の
水
が

流
れ
な
い
よ
う
に
し
町
や
農
地
を
守
る
。
こ

れ
が
ダ
ム
の
洪
水
調
節
の
大
き
な
役
割
で

す
。ダ

ム
に
よ
る
洪
水
調
節
は
下
流
部
の
河
川

の
改
修
効
果
と
と
も
に
、
洪
水
防
御
を
行
う

極
め
て
有

効
な
治
水

対
策
で
す
。

（
洪
水：

大

雨
な
ど
を

原
因
と
し

て
、
河
川

の
水
量
が

異
常
に
増

大
す
る
こ

と
。）
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桜橋から足羽川の増水状況
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